
が
、
Ｉ
Ｂ
Ａ
エ
ム
シ
ャ
ー
パ
ー
ク
で
あ
っ
た
。

　
Ｉ
Ｂ
Ａ
エ
ム
シ
ャ
ー
パ
ー
ク
と
は
、

国
際
建
築
展
を
意
味
す
る
Ｉ
Ｂ
Ａ
と
、

こ
の
地
域
の
中
心
を
流
れ
る
河
川
で
あ

る
エ
ム
シ
ャ
ー
川
の
名
前
を
組
み
合
わ

せ
た
造
語
で
あ
る
。
Ｉ
Ｂ
Ａ
と
は
、
ヨ

ー
ロ
ッ
パ
で
長
い
歴
史
を
持
つ
伝
統
的

ア
プ
ロ
ー
チ
で
、
国
際
的
な
デ
ザ
イ
ン

コ
ン
ペ
を
通
じ
て
街
づ
く
り
を
行
っ
て

地
域
再
生
の
た
め
に
実
施
さ
れ
た

Ｉ
Ｂ
Ａ
エ
ム
シ
ャ
ー
パ
ー
ク

1 現在ツォルフェラインでは、多彩
な文化イベントが開催されている。
2 貨物車両がそのまま公園の中に展
示されている。
3 線路跡が遊歩道として利用されて
いる。

2

3

1

　
ル
ー
ル
地
方
は
、
ド
イ
ツ
中
西
部
で

オ
ラ
ン
ダ
と
ベ
ル
ギ
ー
に
国
境
を
接
す

る
ノ
ル
ト
ラ
イ
ン
＝
ヴ
ェ
ス
ト
フ
ァ
ー
レ

ン
州
に
位
置
す
る
。
エ
ッ
セ
ン
や
ド
ル
ト

ム
ン
ト
な
ど
の
11
の
工
業
都
市
を
含
む

50
以
上
の
自
治
体
か
ら
構
成
さ
れ
、
人

口
は
５
１
０
万
人
を
擁
し
、
鉄
と
石
炭

産
業
の
集
積
地
と
し
て
、
19
世
紀
か
ら

１
５
０
年
間
に
わ
た
り
重
工
業
の
中
心

地
と
し
て
ド
イ
ツ
経
済
を
支
え
て
き
た
。

　
し
か
し
、
石
炭
か
ら
石
油
へ
の
エ
ネ

ル
ギ
ー
源
の
移
行
や
産
業
構
造
の
変
革

に
よ
っ
て
、
第
2
次
世
界
大
戦
後
の

１
９
５
０
年
代
に
は
最
初
の
生
産
過
剰

が
発
生
す
る
。
60
年
代
に
も
再
び
鉄
や

石
炭
の
生
産
過
剰
が
起
き
た
。
当
初
、

こ
う
し
た
現
象
は
一
時
的
な
も
の
で
あ

る
と
考
え
ら
れ
た
が
、
徐
々
に
構
造
的

な
問
題
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
る
。

こ
う
し
て
70
年
代
か
ら
80
年
代
に
か
け

て
、
ル
ー
ル
工
業
地
帯
に
集
積
し
て
い

た
石
炭
鉱
山
や
製
鉄
所
は
徐
々
に
閉
鎖

に
追
い
込
ま
れ
、
失
業
や
汚
染
さ
れ
た

環
境
だ
け
が
こ
の
地
域
に
残
さ
れ
た
。

　
政
府
も
こ
う
し
た
状
況
の
中
で
、
た

だ
手
を
こ
ま
ぬ
い
て
い
た
わ
け
で
は
な

い
。
ル
ー
ル
地
方
の
課
題
は
、
重
工
業

に
あ
ま
り
に
も
特
化
し
て
い
た
た
め
に
、

そ
の
他
の
要
素
が
大
き
く
欠
け
て
い
た

こ
と
で
あ
っ
た
。
例
え
ば
、
大
学
な
ど

の
高
等
教
育
機
関
が
存
在
せ
ず
、
州
政

府
の
機
関
も
立
地
し
て
い
な
か
っ
た
。

　
こ
の
た
め
、
政
府
は
60
年
代
に
こ
の

地
域
に
7
つ
の
新
し
い
大
学
を
作
っ
た
。

現
在
で
は
、
年
間
25
万
人
の
大
学
生
が

こ
の
地
域
で
学
ん
で
い
る
。
ま
た
、
80

年
代
に
入
る
と
、
政
府
は
コ
ン
ピ
ュ
ー

タ
ー
や
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
な
ど
の
新
し
い

技
術
を
こ
の
地
域
に
導
入
す
る
た
め
に
、

複
数
の
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
セ
ン
タ
ー
も
整

備
し
た
。

　
こ
う
し
た
歴
史
の
中
、
１
９
８
９
年

か
ら
経
済
、
社
会
、
環
境
の
す
べ
て
の

面
で
疲
弊
し
た
地
域
再
生
の
た
め
10
年

間
の
実
験
的
事
業
と
し
て
始
ま
っ
た
の

第

12

回

1
5
0
年
に
わ
た
り
ド
イ
ツ
の
一
大
重
工
業
地
帯
と
し
て

栄
え
た
ル
ー
ル
地
方
。
近
年
は
産
業
構
造
と

エ
ネ
ル
ギ
ー
構
造
の
転
換
に
よ
って
、長
期
的
な
衰
退
に
苦
し
ん
で
き
た
。

エ
ム
シ
ャ
ー
パ
ー
ク
は
、自
然
再
生
と
産
業
遺
産
の
活
用
に
よ
っ
て

衰
退
地
域
を
再
生
す
る
た
め
の
、重
要
な
社
会
実
験
と
い
え
よ
う
。

撮
影
●
古
田
尚
也

自
然
再
生
と
産
業
遺
産
活
用
を
通
じ
た
地
域
創
生

古
田
尚
也
I
U
C
N
日
本
リ
エ
ゾ
ン
オ
フ
ィ
ス
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

 エ
ム
シャ
ーパ
ー
ク（
上
）

 
ド
イ
ツ

ド
イ
ツ
重
工
業
の

中
心
地
と
し
て
の
ル
ー
ル
地
方

2001年に世界遺産に登録されたツ
ォルフェライン。産業遺産と緑のコ
ントラストが美しい。
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み
が
え
っ
た
。
こ
の
博
物
館
で
は
、
ル

ー
ル
地
方
全
体
の
自
然
、
文
化
、
歴
史

な
ど
幅
広
い
資
料
が
展
示
さ
れ
て
い
る
。

　
さ
ら
に
、
敷
地
全
体
も
緑
化
さ
れ
、

公
園
と
し
て
整
備
さ
れ
た
ほ
か
、
線
路

跡
は
コ
ン
ク
リ
ー
ト
で
固
め
ら
れ
、
遊

歩
道
や
自
転
車
道
と
し
て
利
用
さ
れ
て

い
る
。
敷
地
内
の
各
所
に
は
、
工
場
跡

の
設
備
を
巧
み
に
活
か
し
た
、
レ
ス
ト

ラ
ン
や
カ
フ
ェ
も
設
け
ら
れ
た
。

　
コ
ン
サ
ー
ト
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
も
定

期
的
に
開
催
さ
れ
、
現
在
で
は
ツ
ォ
ル

フ
ェ
ラ
イ
ン
炭
鉱
は
年
間
１
５
０
万
人

以
上
が
訪
れ
る
ル
ー
ル
地
方
最
大
の
観

光
ス
ポ
ッ
ト
の
一
つ
に
生
ま
れ
変
わ
っ

た
。

　
さ
ら
に
、
２
０
０
１
年
に
、
ツ
ォ
ル

フ
ェ
ラ
イ
ン
炭
鉱
は
世
界
文
化
遺
産
に

の
イ
メ
ー
ジ
が
付
き
ま
と
う
こ
う
し
た

産
業
遺
産
を
な
る
べ
く
排
除
し
て
、
地

域
の
新
し
い
イ
メ
ー
ジ
を
つ
く
ろ
う
と

模
索
し
て
い
た
。

　
し
か
し
、
Ｉ
Ｂ
Ａ
エ
ム
シ
ャ
ー
パ
ー

ク
で
は
、
産
業
遺
産
を
人
々
に
と
っ
て

大
切
な
も
の
だ
と
考
え
た
。
過
去
の
産

業
遺
産
を
壊
す
と
地
域
の
ア
イ
デ
ン
テ

ィ
テ
ィ
も
失
わ
れ
て
し
ま
う
。
Ｉ
Ｂ
Ａ

を
指
揮
し
た
カ
ー
ル
・
ガ
ン
ザ
ー
教
授

は
、
Ｉ
Ｂ
Ａ
を
進
め
る
に
あ
た
り
、
ま

ず
こ
の
地
域
に
ど
の
よ
う
な
産
業
遺
産

が
残
さ
れ
て
い
る
か
イ
ン
ベ
ン
ト
リ
ー

（
目
録
）
を
作
っ
た
。
そ
し
て
、
実
際

に
現
地
で
現
物
を
見
て
、
残
す
か
残
さ

な
い
か
を
決
め
て
い
っ
た
の
だ
と
い
う
。

Ｉ
Ｂ
Ａ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
き
っ
か
け

と
な
っ
て
、
数
多
く
の
遺
産
が
こ
の
地

域
に
残
さ
れ
、
新
た
な
地
域
資
源
と
し

て
活
用
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
現
在

で
は
、
年
間
５
０
０
万
人
も
の
観
光
客

が
こ
う
し
た
産
業
遺
産
を
見
る
た
め
に

ル
ー
ル
地
方
を
訪
れ
る
。

　
こ
う
し
た
ル
ー
ル
地
方
の
産
業
遺
産

の
代
表
的
な
事
例
の
ひ
と
つ
が
２
０ 

０
１
年
に
世
界
遺
産
に
も
登
録
さ
れ
た
、

ツ
ォ
ル
フ
ェ
ラ
イ
ン
炭
鉱
で
あ
る
。
ル

ー
ル
地
方
の
中
心
都
市
の
一
つ
エ
ッ
セ

ン
に
位
置
し
、
19
世
紀
半
ば
に
操
業
を

開
始
し
た
こ
の
炭
鉱
は
、
一
時
期
は
、

最
大
８
０
０
０
人
の
労
働
者
が
働
く
ド

イ
ツ
最
大
の
炭
鉱
と
し
て
繁
栄
し
た
。

特
に
、
１
９
３
２
年
に
完
成
し
た
第
12

採
掘
坑
の
設
備
は
、
バ
ウ
ハ
ウ
ス
様
式

の
機
能
美
に
よ
っ
て
、
か
つ
て
世
界
で

最
も
美
し
い
炭
鉱
と
呼
ば
れ
た
。

　
し
か
し
、
時
代
の
変
化
に
は
逆
ら
え

ず
、
１
９
８
６
年
12
月
に
は
こ
の
ツ
ォ

ル
フ
ェ
ラ
イ
ン
炭
鉱
も
閉
鎖
さ
れ
る
こ

と
と
な
る
。
１
９
９
３
年
に
は
、
併
設

さ
れ
て
い
た
コ
ー
ク
ス
製
造
ラ
イ
ン
も

閉
鎖
さ
れ
た
。
当
初
、
地
元
自
治
体
の

エ
ッ
セ
ン
市
は
こ
れ
ら
炭
鉱
に
残
さ
れ

た
設
備
を
す
べ
て
壊
す
こ
と
を
計
画
す

る
。
し
か
し
、
そ
の
産
業
遺
産
と
し
て

の
価
値
か
ら
保
全
を
望
む
声
が
高
ま
り
、

Ｉ
Ｂ
Ａ
エ
ム
シ
ャ
ー
パ
ー
ク
の
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
の
一
つ
と
し
て
再
生
さ
れ
る
こ

と
に
な
っ
た
。

　
エ
ム
シ
ャ
ー
パ
ー
ク
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
の
対
象
と
な
っ
た
エ
リ
ア
は
、
面
積

が
全
体
で
１
０
０
ha
。
こ
こ
に
、
第
12

採
掘
坑
や
コ
ー
ク
ス
製
造
工
場
、
石
炭

の
洗
浄
施
設
、
貨
物
線
跡
な
ど
が
残
さ

れ
て
い
た
。
Ｉ
Ｂ
Ａ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

で
は
、
こ
れ
ら
の
産
業
遺
産
が
さ
ま
ざ

ま
な
ア
イ
デ
ア
で
再
生
さ
れ
た
。
例
え

ば
、
高
さ
90
ｍ
、
幅
40
ｍ
も
あ
る
石
炭

の
洗
浄
・
分
別
施
設
は
、
リ
ノ
ベ
ー
シ

ョ
ン
さ
れ
、
ル
ー
ル
博
物
館
と
し
て
よ

6

7

8

9

登
録
さ
れ
、
現
在
で
は
、
２
０
１
０
年

に
欧
州
文
化
首
都
に
選
定
さ
れ
た
エ
ッ

セ
ン
市
の
シ
ン
ボ
ル
的
存
在
と
な
っ
て

い
る
。

　
こ
の
ほ
か
に
も
、
産
業
遺
産
を
生
か

し
た
Ｉ
Ｂ
Ａ
エ
ム
シ
ャ
ー
パ
ー
ク
の
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
し
て
有
名
な
も
の
に
、

オ
ー
バ
ー
ハ
ウ
ゼ
ン
市
の
ガ
ス
メ
ー
タ

ー
と
呼
ば
れ
る
施
設
が
あ
る
。
こ
れ
は
、

同
市
に
立
地
し
て
い
た
製
鉄
所
と
炭
鉱

に
設
け
ら
れ
て
い
た
高
さ
１
０
０
ｍ
を

超
え
る
巨
大
な
ガ
ス
貯
留
の
た
め
の
タ

ン
ク
を
、
展
示
施
設
と
し
て
再
生
し
た

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
だ
。

　
90
年
代
に
こ
の
場
所
で
操
業
し
て
い

た
製
鉄
所
が
閉
鎖
さ
れ
た
あ
と
、
ほ
と

ん
ど
の
生
産
設
備
は
撤
去
さ
れ
、
こ
の

ガ
ス
タ
ン
ク
も
鉄
く
ず
と
し
て
廃
棄
・

8 エムシャー水系再生のために、地
下30ｍに埋設工事が進んでいる下
水道の模型。
9 エムシャー川は、汚染のために危
険で、人も近寄ることができない。

6 ツォルフェラインの敷地内の各所
には、工場跡の施設をうまく活かし
たレストランやカフェも設けられた。
7 オレンジ色が印象的なルール博物
館の入り口。
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い
く
と
い
う
手
法
だ
。

　
東
西
に
伸
び
る
エ
ム
シ
ャ
ー
川
の
流

域
に
は
、
ル
ー
ル
地
方
の
中
心
部
に
位

置
す
る
17
の
自
治
体
が
含
ま
れ
、
そ
の

面
積
は
お
よ
そ
８
０
０
㎢
に
達
す
る
。

Ｉ
Ｂ
Ａ
エ
ム
シ
ャ
ー
パ
ー
ク
で
は
、
こ

の
地
域
全
体
を
対
象
に
し
て
事
業
終
了

ま
で
の
10
年
間
に
、
戦
略
的
方
針
に
沿

っ
て
25
億
ユ
ー
ロ
以
上
の
資
金
で
、

１
０
０
以
上
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
Ｉ
Ｂ

Ａ
の
手
続
き
に
沿
っ
て
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
と
デ
ザ
イ
ン
コ
ン
ペ
に
よ
っ
て
実
施

さ
れ
た
。

　
Ｉ
Ｂ
Ａ
エ
ム
シ
ャ
ー
パ
ー
ク
で
採
用

さ
れ
た
戦
略
的
方
針
は
、「
地
域
の
弱

1

34

5

2

環
境
（
特
に
エ
ム
シ
ャ
ー
川
の
水
質
）

な
ど
に
焦
点
が
当
て
ら
れ
、
７
つ
の
重

点
テ
ー
マ
が
設
定
さ
れ
た
。

　
ま
た
、
Ｉ
Ｂ
Ａ
エ
ム
シ
ャ
ー
パ
ー
ク

の
全
体
テ
ー
マ
と
し
て
、「
古
い
産
業

都
市
の
未
来
の
た
め
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
」
が
掲
げ
ら
れ
た
。
こ
の
テ
ー
マ
に

沿
っ
て
、
行
政
だ
け
で
は
な
く
、
市
民

や
、
各
分
野
の
国
内
外
の
専
門
家
、
ア

ー
テ
ィ
ス
ト
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
分
野

の
人
々
が
誰
で
も
参
加
で
き
る
フ
ォ
ー

マ
ル
、
イ
ン
フ
ォ
ー
マ
ル
な
場
で
、
ア

イ
デ
ア
を
出
し
合
い
、
協
働
し
な
が
ら

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
作
り
上
げ
る
と
い
う

参
加
型
の
ア
プ
ロ
ー
チ
が
全
面
的
に
採

用
さ
れ
た
。

　
１
９
９
９
年
に
開
催
さ
れ
た
Ｉ
Ｂ
Ａ

エ
ム
シ
ャ
ー
パ
ー
ク
フ
ィ
ナ
ー
レ
で
は
、

こ
う
し
た
プ
ロ
セ
ス
を
経
て
実
施
さ
れ

た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
成
果
が
一
堂
に
集

め
ら
れ
、
発
表
、
展
示
、
共
有
さ
れ
た
。

　
Ｉ
Ｂ
Ａ
エ
ム
シ
ャ
ー
パ
ー
ク
が
掲
げ

た
７
つ
の
重
点
テ
ー
マ
の
一
つ
は
「
産

業
遺
産
」
で
あ
っ
た
。
ル
ー
ル
地
方
に

は
、
閉
鎖
さ
れ
た
製
鉄
所
や
炭
鉱
な
ど

数
多
く
の
産
業
遺
産
が
あ
っ
た
。
し
か

し
、
80
年
代
ま
で
は
、
こ
う
し
た
過
去

の
産
業
遺
産
は
次
々
に
壊
さ
れ
て
い
っ

た
。
地
元
自
治
体
も
、
公
害
な
ど
の
負

産
業
遺
産
を
活
か
し
た

地
域
ア
イ
デ
ン
ティ
ティ
の
確
立 

1.2 ツォルフェラインで博物館に再
生された、石炭を洗浄し選別するた
めの施設。当時の施設がそのまま残
され、活かされている。
3.4 博物館では、ルール地方の自然、
文化、歴史など幅広い資料が展示さ
れている。
5 1932年に完成したツォルフェラ
イン第12採掘坑の設備は、バウハ
ウス様式の機能美によって世界で最
も美しい炭鉱とも呼ばれた。

点
に
重
点
的
に
対
処
す

る
」
と
い
う
も
の
。
具

体
的
に
は
、
都
市
と
し

て
の
魅
力
、
ア
ー
バ
ン

ラ
ン
ド
ス
ケ
ー
プ
、
文

化
的
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ

ィ
、
産
業
遺
産
、
自
然
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い
え
る
だ
ろ
う
。

　
し
か
し
、
こ
れ
だ
け
東
西
に
長
く
、

広
大
な
面
積
を
一
括
し
て
ト
ッ
プ
ダ
ウ

ン
的
に
管
理
す
る
こ
と
は
現
実
的
で
は

な
い
。
こ
の
た
め
、
事
業
エ
リ
ア
全
体

は
7
つ
に
分
割
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
エ

リ
ア
を
近
接
し
た
自
治
体
に
よ
る
ワ
ー

キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
が
管
理
す
る
と
い
う

仕
組
み
で
事
業
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。

　
具
体
的
に
は
、
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
に

添
っ
て
、
産
業
遊
休
地
を
買
い
上
げ
て

緑
地
と
し
て
整
備
し
た
り
、
既
存
の
緑

地
と
つ
な
げ
た
り
、
自
然
再
生
を
行
っ

た
り
す
る
こ
と
で
、
段
階
的
に
整
備
が

進
め
ら
れ
て
い
る
。ま
た
、こ
れ
ら
の
緑

地
を
周
遊
す
る
自
転
車
道
の
整
備
や
遊

歩
道
の
整
備
も
併
せ
て
行
わ
れ
て
い
る
。

「
エ
ム
シ
ャ
ー
ラ
ン
ド
ス
ケ
ー
プ
パ
ー

ク
で
は
、
一
つ
ひ
と
つ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
を
実
施
し
な
が
ら
、
教
訓
を
学
び
整

備
を
進
め
て
き
ま
し
た
。
全
体
に
画
一

的
な
基
準
を
適
用
す
る
の
で
は
な
く
、

各
地
域
の
事
情
に
あ
わ
せ
て
ボ
ト
ム
ア

ッ
プ
的
に
デ
ザ
イ
ン
を
し
て
い
ま
す
」

と
マ
イ
ケ
ル
さ
ん
。

　
１
９
９
９
年
に
Ｉ
Ｂ
Ａ
エ
ム
シ
ャ
ー

パ
ー
ク
の
事
業
期
間
が
終
了
し
た
あ
と

も
、
事
業
エ
リ
ア
を
拡
大
し
、
エ
ム
シ

ャ
ー
ラ
ン
ド
ス
ケ
ー
プ
パ
ー
ク
の
整
備

は
継
続
し
て
続
け
ら
れ
て
い
る
。
エ
ム

シ
ャ
ー
ラ
ン
ド
ス
ケ
ー
プ
パ
ー
ク
は
、

ル
ー
ル
地
域
全
体
を
形
造
る
骨
格
と
し

て
、
地
域
全
体
の
魅
力
向
上
に
貢
献
し

て
い
る
と
い
え
よ
う
。

大正大学地域構想研究所教授。
東京大学大学院農学生命科学研究科博士課程単位取得退学。

三菱総合研究所を経て、2009年より
IUCN（国際自然保護連合）の日本オフィスにおいて
生物多様性に関する国内外の政策展開に従事する。

Naoya Furuta 

5

6

7

8 9

5 ガスメーターの屋上から見たルー
ル地方の風景。手前の運河に平行し
て流れるのがエムシャー川。
6.7.8 ガスを貯留するタンクをリノ
ベーションして、展示場に再生した。
9 高さ100mを超えるガスメーター
は、地域のランドマークとして、また、
文化的アイデンティティとして今で
は地域の人々の誇りとなっている。
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シ
ャ
ー
ラ
ン
ド
ス
ケ
ー
プ
パ
ー
ク
の
整

備
で
あ
る
。

　
ル
ー
ル
地
方
の
20
の
自
治
体
の
広
域

連
合
組
織
で
あ
る
Ｒ
Ｖ
Ｒ
で
当
初
か
ら

Ｉ
Ｂ
Ａ
エ
ム
シ
ャ
ー
パ
ー
ク
事
業
に
か

か
わ
り
、
自
ら
も
エ
ム
シ
ャ
ー
ラ
ン
ド

ス
ケ
ー
プ
パ
ー
ク
の
実
現
可
能
性
調
査

に
携
わ
っ
た
マ
イ
ケ
ル
・
シ
ュ
ワ
ル
ツ

＝
ロ
ド
リ
ア
ン
氏
は
、「
エ
ム
シ
ャ
ー

ラ
ン
ド
ス
ケ
ー
プ
パ
ー
ク
が
実
施
さ
れ

る
こ
と
に
な
っ
た
の
は
、
こ
の
地
域
を

再
生
す
る
た
め
に
は
、
生
活
環
境
の
質

を
高
め
る
必
要
が
あ
る
こ
と
、
そ
の
た

め
に
ア
ー
バ
ン
ラ
ン
ド
ス
ケ
ー
プ
の
魅

力
を
高
め
る
必
要
が
あ
る
と
い
う
認
識

　
支
流
も
含
め
た
エ
ム
シ
ャ
ー
川
水
系

の
自
然
再
生
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
１
９
８ 

９
年
に
開
始
さ
れ
、
現
在
も
進
行
中
で

あ
る
。
具
体
的
に
は
、
汚
水
の
た
め
の

下
水
管
を
地
下
30
ｍ
に
埋
設
し
、
エ
ム

シ
ャ
ー
川
に
は
雨
水
だ
け
が
流
れ
る
よ

う
に
す
る
こ
と
で
、
自
然
を
取
り
戻
す

取
り
組
み
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。
事
業

が
完
成
す
る
の
は
、
２
０
２
０
年
の
予

た
も
う
一
つ
の
重
点
テ
ー
マ
は
、
エ
ム

シ
ャ
ー
水
系
の
再
生
で
あ
っ
た
。
エ
ム

シ
ャ
ー
川
は
、
ル
ー
ル
地
方
の
中
心
を

東
西
に
流
れ
、
ラ
イ
ン
川
に
合
流
す
る

河
川
で
あ
る
。
そ
の
一
方
で
、
著
し
い

汚
染
の
川
と
し
て
も
知
ら
れ
て
い
た
。

エ
ム
シ
ャ
ー
川
は
、
１
０
０
年
以
上
に

わ
た
り
開
渠
型
の
下
水
道
と
し
て
利
用

さ
れ
続
け
、
現
在
で
も
家
庭
や
工
場
か

ら
の
未
処
理
の
排
水
が
そ
の
ま
ま
流
さ

れ
て
い
る
。
川
の
土
手
は
コ
ン
ク
リ
ー

ト
で
固
め
ら
れ
、
人
が
誤
っ
て
転
落
す

る
と
危
険
な
こ
と
か
ら
、
鉄
条
網
で
囲

わ
れ
近
寄
る
こ
と
も
で
き
な
い
。
ま
た
、

こ
の
地
域
で
は
長
年
の
地
下
で
の
採
掘

活
動
に
よ
る
地
盤
沈
下
に
よ
っ
て
水
系

の
人
工
化
が
進
み
、
自
然
が
失
わ
れ
た
。

こ
の
よ
う
に
、
エ
ム
シ
ャ
ー
川
は
、
ル

ー
ル
地
方
の
環
境
汚
染
を
体
現
す
る
負

の
シ
ン
ボ
ル
で
も
あ
っ
た
。

　
Ｉ
Ｂ
Ａ
エ
ム
シ
ャ
ー
パ
ー
ク
で
は
、

あ
え
て
こ
の
負
の
シ
ン
ボ
ル
と
も
い
え

る
エ
ム
シ
ャ
ー
川
の
名
前
を
そ
の
事
業

名
に
入
れ
、
エ
ム
シ
ャ
ー
川
の
自
然
を

再
生
す
る
こ
と
を
重
点
テ
ー
マ
の
一
つ

と
し
て
取
り
上
げ
た
。

売
却
さ
れ
る
予
定
で
あ
っ
た
。
ま
た
、

オ
ー
バ
ー
ハ
ウ
ゼ
ン
市
は
、
こ
の
場
所

を
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
モ
ー
ル
と
し
て
再
開

発
す
る
計
画
を
検
討
し
て
い
た
。
し
か

し
、
Ｉ
Ｂ
Ａ
の
一
環
と
し
て
カ
ー
ル
・

ガ
ン
ザ
ー
教
授
が
他
の
専
門
家
と
一
緒

に
こ
の
場
所
を
訪
れ
、
実
際
に
現
物
を

見
て
、
こ
の
施
設
を
残
そ
う
と
い
う
決

断
を
下
し
た
の
だ
と
い
う
。

　
そ
の
後
、
Ｉ
Ｂ
Ａ
エ
ム
シ
ャ
ー
パ
ー

ク
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
し
て
リ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
が
行
わ
れ
、
現
在
、
こ
の
施
設

は
各
種
の
展
示
イ
ベ
ン
ト
に
使
わ
れ
る

よ
う
に
な
り
、
地
域
の
人
た
ち
の
誇
り

に
も
な
っ
て
い
る
。

　
こ
れ
ら
の
事
例
に
見
る
よ
う
に
、
Ｉ

Ｂ
Ａ
エ
ム
シ
ャ
ー
パ
ー
ク
で
は
、
産
業

遺
産
を
効
果
的
に
再
生
し
、
活
用
す
る

こ
と
で
、
地
域
の
文
化
的
な
ア
イ
デ
ン

テ
ィ
テ
ィ
を
継
承
す
る
こ
と
に
も
成
功

し
て
い
る
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ

う
。

　
Ｉ
Ｂ
Ａ
エ
ム
シ
ャ
ー
パ
ー
ク
が
掲
げ

が
生
ま
れ
た
こ
と
が
背
景
に
な
っ
て
い

ま
す
」
と
指
摘
す
る
。

　
エ
ム
シ
ャ
ー
ラ
ン
ド
ス
ケ
ー
プ
パ
ー

ク
は
、
ル
ー
ル
地
方
の
20
の
自
治
体
が
、

都
市
と
都
市
の
間
に
あ
る
緑
地
を
公
園

と
し
て
整
備
し
て
い
く
と
い
う
合
意
を

元
に
進
め
ら
れ
て
い
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
だ
。

事
業
開
始
当
初
３
２
０
㎢
の
規
模
で
開

始
さ
れ
た
ラ
ン
ド
ス
ケ
ー
プ
パ
ー
ク
事

業
だ
が
、
そ
の
後
拡
張
さ
れ
、
現
在
は

４
５
７
㎢
の
面
積
が
対
象
と
な
っ
て
い

る
。
Ｉ
Ｂ
Ａ
エ
ム
シ
ャ
ー
パ
ー
ク
対
象

地
域
全
体
の
面
積
が
８
０
０
㎢
で
あ
る

こ
と
を
考
え
る
と
、
そ
の
か
な
り
の
部

分
を
占
め
る
一
大
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
だ
と

1

3 2

4

1 ランドスケープパークのインフォ
メーションセンター。
2 ランドスケープパークに設けられ
た自転車道のルートマップを説明す
るマイケルさん。
3 インフォメーションセンターのロ
ーズガーデンは、もともと汚水処理
場だった。
4 ランドスケープパークは、全体で
457㎢もの面積がある。

定
だ
。

　
Ｉ
Ｂ
Ａ
エ
ム
シ
ャ

ー
パ
ー
ク
が
自
然
環

境
の
分
野
で
取
り
組

ん
だ
も
う
一
つ
の
重

点
テ
ー
マ
は
、
エ
ム

エ
ム
シ
ャ
ー
水
系
の
再
生
と

ラ
ン
ド
ス
ケ
ー
プ
パ
ー
ク
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